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	２０２６年 地域おこし協力隊 活動報告会
	本日はお集まりいただきありがとうございます。
	INTRODUCTION
	1983年生まれ、大阪育ち。 地域創生事業、飲食店、海外飲食コンサルティング、イベントプロデュースなどを行うベンチャー企業の役員を経て、2025年に山元町へ移住。

	行政と地域おこし協力隊の中間管理職のようなイメージです！！
	採用面接や募集のフォロー、採用後の活動の支援などを行ってます。 また地域の皆様や地域事業者さんからのご意見やご要望をいただいて課題を行政や協力隊で共有し、解決にむけた活動を行えるよう調整したりなども行っています。 また隊員の任期後の定住に向けた事業設計などもおこなっています。
	地域おこし協力隊の採用ページを作ったり、東京での移住フェアに参加したり 宮城県ふるさとCM大賞に参加したり
	行政や地域の要請を受け祝陽平隊員にフレイル予防（運動療法）を実施してもらったり 黒﨑隊員に任期後を見据えた撮影業務を受注してきたり（写真は他自治体の幼稚園の撮影） 山元町高瀬にある空き家を購入しお試し移住や地域おこし協力隊インターンを受け入れる体制を作ったり
	地域おこしをただの《点》で終わらせないために私（達）は 『一般社団法人　地域共創direction６』という法人を作りました。
	至らぬ点もございますが山元町の皆様が私たち地域おこし協力隊を受け入れ見守っていただけているおかげでここまで歩んでこれたました。 これからも手を携えながら歩んで行けたら幸いです。
	ご清聴ありがとうございました。

